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カバーデザインはグラフィカルに扱われています

Pinterestで見つかった画像から。

印刷 パプリントとアマゾン。

著者の本を注文することができます

tomatispiergiorgio@gmail.comにメールを送信して、

3383229758に電話して

または3774067502.で。

できるときに実行する

あなたがしなければならないときに歩く、

必要に応じてストリップ

しかし、決してあきらめないでください。

ディーン・カルザネス

実際に存在する、または存在する事実、場所、および/または人々への言及は、純粋にカジュアルです。

物語のすべての登場人物と場所は、作者の想像力の成果であり、名前と特徴も同様です。登場人物の意見は、必ずしも作者の意見を反映しているわけではありません。

プロローグ

8月25日でした、その年のほとんどすべてのように晴れた日でした。 バレンタインデューイは病院のベッドで喜んだ。 それは彼の最高の日でした。 何年にもわたる試みの失敗、治療の失敗、数千ドルが捨てられた後、よくあることですが、彼女は生まれました：彼女の赤ちゃん。 

彼と彼女の夫の。

どちらも彼女にどのような名前を付けるかはまだ決まっていませんでした。

スーザン、ヴァレリー、ステファニー、ハリエット..。 適格な候補者のリストはまだ長かった。 バレンタインの夫であり、少女の父であるジェイコブ・ハワード・ホームズは、巡回セールスマンとしての仕事を休んで、イベントを十分に体験していました。 彼は輝いていて、彼の妻と一緒に、子供に付けられた名前は完全に無関係な詳細であると考えました。 彼は自分で誓いを立てた。 彼は、可能な限り最善の方法で彼女を教育するために、常に彼の小さな女の子の近くにいることを誓った。 名前は名前ですが、人生の基本的な価値観の教育はまったく別のものです。 その日の終わりに、両親はハリエットを選びました。その間、彼らに特に親密で協力的だった叔父のヘンリーに敬意を表して。

サバンナはあなたの小さな女の子を育てる世界で美しい場所です。 毎年、アメリカンガールスカウトの有名な創設者であるジュリエットゴードンローの誕生を覚えています。 気候は穏やかで、冬はほとんど厳しくなく短いです。 新しい実家は、パラダイスパークからそれほど遠くないウィンザーロードにありました。

彼女の6歳の誕生日に、ハリエットの素晴らしい明るい未来が予測されました。 小さなハワード・ホームズの手で読んだ隣人、自称占い師は、有名になり、彼の例で人間の進歩の基本的な段階をマークする運命にある人の明白な兆候、聖痕を収容します文明。 

その日、それらの発言の背景となった多くの笑顔と笑い声がありました。

彼らは間違っていた。

すべて

偶然にも、好ましい統計的組み合わせであると、疑似予言者の発言は予言的で真実であることが判明したでしょう。 時々それはこのように起こります。 あなたは誕生日パーティーで出席者を感動させると思います、そして数年後にあなたはあなたが絶対に正しかったことを後悔している大きな悲しみであなた自身を見つけます。
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彼が剃るのに15分かかった。 彼は鏡を見て、前夜の倦怠感と彼のすべての年の重さを感じました。 彼は一滴の血をこぼさないように注意しながら、かみそりを皮膚に軽くかけた。

彼はかみそりを見つめた。 そのような一見無害で一般的に使用されているツールを使用して犯罪を犯す方法が彼に思い浮かびました。 彼は鼻を鳴らして急いで始めた。 仕事が彼を待っていた。 彼は急がなければならなかった。 彼は遅刻したことはなく、今日はそうなることはなかった。 彼は新鮮で爽快なミント風味のアフターシェーブを顔に広げました。 

彼女はバスルームを出て服を着た。 グレーのスーツ、ジャケット、クラシックな白いシャツと2つのゴールドのカフスボタンのネクタイ。 彼は鏡を見て、今度は完全に服を着て、洗って、香りをつけました。 結局、彼は自分が好きだった。 Cyrus Fellowsは、正確にはアドニスではありませんでしたが、現時点では気にかけていなくても、常に女性に好かれていた男性でした。

彼は階段を駆け下りて出て行き、後ろの重い玄関ドアを閉めた。 ニューヨークでの憂鬱な11月の日が彼を迎えた。 車の排気ガスの悪臭は、パチンコから投げられた石の力で彼の鼻孔に当たった。

彼は腕を上げてタクシーを呼んだ。

一日を悲しくて重くするものに対処するのはまだ早かった。 後で彼は法廷に出廷するでしょう、そしてそれはすでに十分でした。 

彼はしばしば、世界のその隅に一人で住むことがどれほど嫌なことかを考え、それでもそれを乗り越える価値があるかどうか疑問に思いました。 いつもこんな感じだったわけではありません。 彼はかつて幸せでした。 彼には彼が愛した妻がいて、見返りに愛されていました。

かわいい。

忠実。

スマート

今死んでいる。 

精神病質者がスーパーマーケットで彼女を殺した。 彼女は単に間違った場所に間違った時間にいました。 ひどく終わった強盗。死んだ男は逃げ出した、新聞は書いていた。 

彼にとって世界は崩壊していた。 抱擁と優しさ、パーティー、記念日、サプライズ、キャンドルライトディナーに満ちた彼の世界... 理由もなく、一瞬で。 それ以来、彼は眠りにつくのに苦労しましたが、彼の夢の中で毎晩、彼は残念ながら今過ぎ去った時の幸せでのんきな瞬間を追体験することができました。 朝、時計のラジオの音に目覚めた彼は、突然厳しい現実に戻った。 多くの場合、彼はその苦痛に終止符を打ち、常に彼に伴う苦痛に終止符を打ち、最終的に彼の最愛の人に再び加わることを考えました。

彼は信者ではありませんでした。 宗教が彼を納得させたことはありませんでしたが、近年、彼はどこかで消えるすべての人生を終わらせなければならないと考え始めました。 特に弾丸で彼女の人生を奪った呪われた殺人者がまだ捕まえられていなかったので、彼の妻は何のためにほこりに変わることができなかったでしょう。

彼はそれで逃げていた。

彼は法廷で働いていて、あらゆる種類の犯罪者に会いました。 彼は、地獄のすべての罰を彼に支払わせるために、すぐにキラーサイコパスに遭遇することを望んでいました。 彼は妻の不当な死への復讐を望んでいた。 それは倫理的ではありませんが、いまいましい、今日の倫理は何ですか？彼は通りを歩くたびに、ニューヨーク市の最高裁判所である郡庁舎に向かって自分自身を繰り返しました。 

倫理

法廷。

正義

バイデン、クリントン、トランプ..。 アイゼンハワーやルーズベルトの時代は、彼があまり好きではなかったが、当時の上院議員と比較して巨人と見なされていた時代はどれほど遠かった。

口の半分の笑顔が彼を逃れた。

彼は９時に法廷に到着した。 彼は仲間の弁護士や係員にいくつかの挨拶をつぶやき、彼の事務所に向かった。 彼はすぐに強い古い匂いに気づきました。 再びクリーナー、彼は思った。 彼らは十分に換気せずに敷地を消毒したに違いありません。彼はしかめっ面で問題を解決した。 彼は、重要な文書をぼんやりと動かしたことで、ドロシー・ストラットンという名の見栄えの良いインターンである秘書を叱った。 実は前日に彼女に聞いたのですが、もう忘れてしまいました。 上司の気性の悪さと彼の爆発に慣れていた従業員は、まぶたを打つことなく現金を受け取った。 

彼はそのファイルをちらっと見た。 彼は被告の写真を見て、法廷で議論されようとしている事件に関するいくつかの情報をすぐに調べました。 彼の注意は一つの詳細に落ちた。

フレーズ。

「笑う人と死んだ人の違いは、私は後者の方がずっと好きだということです。」 弁護士は、複数の殺人犯であるハリエット・ハワード・ホームズが発したその判決を振り返りながら笑った。

彼は、フランス革命中のテロ時代の死刑執行人、裁判官、検察官であるアントワーヌ・フーキエ＝ティンビルになりたかったのです。 彼の目はその考えに照らされた。

「あなたは殺害を終えました、ばかばかしいです。 今回は、太陽の光が見えないようにします»。 彼は声を出して自分自身に話していることに気づかずに確信を持ってそれを言いました。 気がつくとすぐに顔を赤らめたが、それを聞いて「縞模様にしよう！」と承認したのはインターンだけだった。 サイラスは、手首につけたゴールドのロレックスをじっと見つめていると微笑んで、ヒアリングが始まるのにそう長くはかからなかったことに気づきました。 彼は起訴戦略のさまざまな段階を検討しました。 トライアルセッションは彼を朝中忙しくさせた。 彼はカードをイタリア製のプロの革製バッグに入れました。 彼は椅子から起き上がった。 彼は彼のアシスタント、アクセル・フォーリーを彼の携帯電話で呼び、彼が到着したとき、彼は彼の胸にバッグを叩きつけた。 もう一人はそれをつかみ、彼らは両方とも彼が机の上に持っていたいくつかの文書を読んでいたインターンに手を振って廊下に入った。 

二人の男は二階に降りて、長い廊下を歩いた。 サイラスと彼の鞄運搬車が通りかかったとき、警備員は息を止めた。 フォーラムの王は彼の気性の悪さで悪名高い。 アクセルは、法廷に到着する前に、いくつかの頑丈な木製のドアを開閉しました。法廷では、その後すぐに審理が行われました。 サイラスは止まった。 彼は正義を分配するために任命された場所を長い間見ました。 彼は嫌悪感の表現をほのめかした。 アクセルは鞄をテーブルに置き、卑劣な挨拶で彼の休暇を取りました。 サイラスは机の後ろに座って周りを見回した。

エアコンは彼には冷たすぎて、彼に咳のヒントを与えた。

聴衆はまだ不在でした。 不思議ではありません。 ハリエット・ハワード・ホームズの話は、結局のところ、平均的なアメリカ人の弱い胃にはほとんど適していませんでした。 人々の病的な好奇心は常識よりも優先されることがよくありますが。 

あなたは本当にその残忍な殺人者の言葉を聞くために感情的に自分自身を切り離すか、鈍感な人々であることができなければなりませんでした。 もしそれが彼次第だったら、彼はその時間の無駄を避け、被告をルワンダのギタラマで腐敗させるために送ったでしょう。

地方検事のCyrusFellowsは、24年間裁判所に勤務し、州弁護士として12年間勤務していました。 

共和党員、サッカーファン、彼は全米ライフル協会の大きな支持者であり、コルト1911とベレッタ130.ライフルを所有していました。 彼は、法を遵守する市民には、自衛のために銃器を習得する権利だけでなく義務もあると確信していました。 彼はまだ凶悪犯に発砲していませんでしたが、それが起こる日を楽しみにしていました。

その朝、裁判所に到着する前に、彼はウェストウェイダイナーでいつものボリュームたっぷりの朝食を食べました。ハムパン、サワークリーム、ヨーグルト、フレンチトーストとヌテラとスイスチーズ、ベーコン、七面鳥で構成されていました。 多分私は少し誇張していると彼は思った。彼は彼女の腰を見て、腰が「ベーコン」のあふれを封じ込めるのに苦労していることに気づきました。

吐き気はおそらく、ドックに座っている精神病質者の裁判と容赦のない犯罪に完全に起因するものではありませんでした。 彼は、自分の年齢では過去の体型や色気がなくなったと考えて慰めましたが、最後の健康診断で彼は健康で、少なくとも6か月は落ち着いていたでしょう。 

彼は病気になるのを恐れていましたが、それでも怠惰とおいしい食べ物の誘惑により、彼の善意にもかかわらず、座りがちな生活とあまり健康的ではない食事をするようになりました。 それにもかかわらず、初期のベーコンはさておき、彼は見栄えの良い男でした。

彼が彼のお気に入りの抗悪心および制吐剤であるドキシラミンの発明を祝福したのはこのような時でした。 彼はブリスターパックから2錠を取り出し、水を一口飲んで飲み込み、助手の到着と聴聞会の開始を待ちました。

彼は、まもなく行われる裁判を真の茶番劇と見なしました。 すべての告発と被告人に対する圧倒的な証拠をもって、裁判に進むことは納税者の時間とお金の無駄であるというのが彼女の意見でした。 

アメリカの正義は、彼または彼と同じように考えた人に委ねられていれば、はるかに速く、より効率的で、より安価だったでしょう。

彼の反射は、彼を現在に戻す肩のパットによって中断されました。 彼は振り返ると、被告側弁護士のエメット・ダーショウィッツが被告人の隣に座り、彼にさりげなく微笑んでいるのを見た。

サイラスは自分の道を嫌っていた。 実際、彼女は彼が立っているすべてのものを嫌っていました。 二人は長い間お互いを知っていて、それぞれのキャリアは他の数回交差していました。 サイラスは、エメットが男性と女性の背中に住んでいた滑らかな吸血鬼であり、法廷で身を守ることを思いとどまらせるための真面目な弁護士を見つけるにはあまりにも愚かで必死であると考えました。

今回は明らかに罪悪感のある状況でした。 沈黙を守り、正義を軌道に乗せたのは、地方検事であり、堅固な保守派であるサイラスが、相手に合法的に期待した行動でした。

前提を考えると、合理的な疑いを超えて一連の恐ろしい殺人を犯した被告の有罪判決に反対せず、その有罪判決を容易にすることは、弁護側にとっての問題でした。 「そして彼女もレズビアンだ」とサイラスは、ハリエット・ハワード・ホームズが悪意のある笑みを浮かべて椅子に大胆に広がっているのを見て考えた。 金持ちのブルジョアとしての彼の考え方によると、厳密にはハチです 女性刑務所での生活と同様の性的態度を持つ女性を追い出すことは間違いであり、罰ではありませんでした。実際、彼女は恩恵を受けるでしょう。 

彼は同性愛について特に否定的な意見を持っていませんでした。 

彼の長いキャリアの中で、彼は完全に同性愛者であるか、彼らの人生のある時点で出てきた同僚を知っていて、デートしていました。 それらのどれにおいても、彼は何かひどく罪深いものに遭遇したことがありませんでした。 
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